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平成27年9月関東・東北豪雨を受けての「避難を促す緊急行動」
に関する八代河川国道事務所での取り組みについて
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鬼怒川下流域における一般被害の状況
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項目 状況等

人的被害 死亡2名、重症2名、中等症11名、軽症17名

住宅被害 床上浸水 4,400件
床下浸水 6,600件

救助者 ヘリによる救助者数 1,343人
地上部隊による救助者数 2,919人

避難指示等 ①避難指示 11,230世帯，31,398人
②避難勧告 990世帯， 2,775人

（※29日16時現在）

避難所開設等 避難者数 1,786人
（市内避難所 840人，市外 946人）

（※18日11時現在）

（茨城県災害対策本部 10月1日16時以前の発表資料より常総市関連を抜粋）

多数の孤立者が発生

毎日新聞社

氾濫流による家屋の倒壊・流出

市内の広範囲が浸水
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① 堤防決壊に伴う氾濫流による家屋の倒壊・流出

【対処すべき主な課題】

② 地方公共団体の長の避難指示・避難勧告及び広域避難

③ 避難の遅れと長時間・広範囲の浸水による多数の孤立者の発生



関東・東北豪雨を受けて｢避難を促す緊急行動｣ 八代河川国道事務所の実施内容

関東・東北豪雨を受けて、「避難を促す緊急行動」として八代河川国道事務所にお
いても以下の取り組みを実施。

１．首長を支援する緊急行動
●トップセミナーの実施
・首長が集まる機会を捉え、洪水予報やホットラインなど出水時に河川管理者から提供
される情報とその対応について、首長と確認 【H28.1.13開催】

●洪水に対しリスクが高い区間の共同点検、住民への周知
・洪水に対しリスクが高い区間の共同点検を八代河川国道事務所、地方公共団体、自
治会等を共同で実施 【人吉市：H28.1.15開催、八代市H28.1.22開催】

●避難のためのタイムラインの整備
・「球磨川水害タイムライン検討会」で人吉市、球磨村を先行して整備。また、簡易版タ
イムラインをその他の流域市町村と作成。
【H28.1末までに4回の検討会を実施、今年の出水期前までに作成予定】

２．地域住民を支援する緊急行動
●ハザードマップポータルサイトの周知と活用促進
・ハザードマップポータルサイトのパンフレットを配布 【随時】

●洪水に対しリスクが高い区間の共同点検、住民への周知
・八代市経済クラブ（八代市の地場企業で構成）に周知 【H27.11.26開催】

・洪水に対しリスクが高い区間の共同点検を八代河川国道事務所、地方公共団体、自
治会等を共同で実施 【人吉市：H28.1.15開催、八代市H28.1.22開催】

第3回協議会
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球磨川流域防災トップセミナーの実施 4

○球磨川流域の首長を対象に「防災トップセミナー」を実施。

【平成28年1月14日 人吉新聞】

●開催日 ：平成28年1月13日

●参加者 ：人吉市長、芦北町長、錦町長、あさぎり町長、
湯前町長、多良木町長、相良村長、水上村長、
五木村長、山江村長、球磨村長、熊本県

●内 容 ：近年の九州及び熊本県の気象特性について
ハザードマップポータルサイトにいて
住民が避難を行うための市町村と国の役割について
意見交換



洪水に対しリスクが高い区間の共同点検の実施（人吉市） 5

●開催日：平成28年1月15日開催

○洪水に対しリスクが高い区間の点検、住民への周知を行うことを目的に、
「共同点検」を実施。

【人吉市】

●参加者：人吉市長、人吉市議会、人吉市、
人吉市消防団、熊本県
人吉市町内会長嘱託員連合会

●内 容：洪水に対しリスクが高い区間の
概要説明及び共同点検
意見交換



●参加者：八代市、 八代市消防団
八代市校区長、熊本県

【八代市】

洪水に対しリスクが高い区間の共同点検の実施（八代市） 6

○洪水に対しリスクが高い区間の点検、住民への周知を行うことを目的に、
「共同点検」を実施。

●開催日：平成28年1月22日開催

●内 容：洪水に対しリスクが高い区間の
概要説明及び共同点検
意見交換



取組みの背景と目的

H27.2.16球磨川タイムライン勉強会

・球磨川水系においては、河川改修等のハード整備に加え、河川
特性や沿川地域の特性を踏まえたタイムラインの策定が急務

■九州の中でも球磨川水系は治水安全度が低い水準である。

■そのなかでも特に、球磨村・人吉市は出水（災害）時に
道路の浸水等により交通が遮断し、孤立する地区が多く
存在することから、早めの避難計画を立てることが必要。

・まずは、特に治水安全度が低い人吉市、球磨村でタイムライン
検討会を実施。

（H27.6.24 発足式） 人吉市長・球磨村長による決意表明
（H27.7.31 第1回検討会）

松尾氏、鶴﨑センター長による説明

球磨川水害タイムライン 7

○「球磨川水害タイムライン検討会」で人吉市、球磨村を先行して整備。

【平成27年8月6日 人吉新聞】



【実施状況】
７月３１日 球磨川水害タイムライン検討会第１回

球磨川の気象特性、洪水特性について

１０月７日 球磨川水害タイムライン検討会第２回
三重県紀宝町による先進事例講演

１１月１６日 球磨川水害タイムライン検討会第３回（球磨村ワークショップ１回目）
１１月１７日 球磨川水害タイムライン検討会第３回（人吉市ワークショップ１回目）

役場職員、消防団、住民、関係機関で防災時の役割と課題、
課題解決のための手法ついて議論

１２月２１日 球磨川水害タイムライン検討会第４回（球磨村ワークショップ２回目）
１月１５日 球磨川水害タイムライン検討会第４回（人吉市ワークショップ２回目）

前回の議論を踏まえ、時系列毎に整理した表をベースに、防災時の
行動について、ぬけもれがないか、主体的に動くのはどこかについて
議論

球磨川水害タイムライン 8

○「球磨川水害タイムライン検討会」で人吉市、球磨村を先行して整備。

【今後の予定】
２月～３月 球磨川水害タイムライン検討会第５回（球磨村ワークショップ３回目）

球磨川水害タイムライン検討会第５回（人吉市ワークショップ３回目）

タイムライン素案を作成し、それを基に図上演習を実施。課題や修正
点を整理

４月～５月 球磨川水害タイムライン検討会第６回
タイムライン試行版の策定、流域市町村との情報共有


